
賛成全員で可決または認定等された議案等
議案番号 議　　　案　　　等　　　名

【第１回臨時会】	
１号 令和６年度牛久市一般会計補正予算（第５号）

【第１回定例会】	

２号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整理に関する条例について

３号 牛久市職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例について

４号 牛久市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一
部を改正する条例について

５号 牛久市手数料徴収条例の一部を改正する条例につい
て

６号 牛久市立学校設置条例の一部を改正する条例につい
て

７号 牛久市放課後児童対策施設の設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例について

８号 牛久市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例について

１０号

牛久市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並
びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効
果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部
を改正する条例について

１１号
牛久市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例について

１２号 牛久市地域包括支援センターの運営及び人員に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例について

１３号 牛久市土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条
例の一部を改正する条例について

１４号 ひたち野地区地区計画の区域内における建築物の制
限に関する条例の一部を改正する条例について

１５号 牛久市下水道条例の一部を改正する条例について

１６号 牛久市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関
する条例の一部を改正する条例について

１７号 令和6年度牛久市一般会計補正予算(第6号)

１８号 令和6年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予
算(第4号)

１９号 令和6年度牛久市青果市場事業特別会計補正予算(第
2号)

２０号 令和6年度牛久市介護保険事業特別会計補正予算(第
3号)

２１号 令和6年度牛久市後期高齢者医療事業特別会計補正
予算(第2号)

２２号 令和6年度牛久市下水道事業会計補正予算(第3号)
２５号 令和7年度牛久市青果市場事業特別会計予算
２６号 令和7年度牛久市介護保険事業特別会計予算
２８号 令和7年度牛久市下水道事業会計予算
２９号 市道路線の認定について
３０号 市道路線の廃止について
３１号 牛久市等公平委員会委員の選任について
３２号 牛久市固定資産評価審査委員会委員の選任について

３３号
牛久市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
について

３４号 財産の取得について（追認）
諮問５号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
諮問６号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
議員提出
議案１号

牛久市議会委員会条例の一部を改正する条例につい
て

意見書
案１号

若者の政治参加を促進する抜本的改革を求める意見
書の提出について

意見書
案5号

所得税の課税最低限の引き上げによる市民税の減収
分の補填を求める意見書の提出について

賛否が分かれた議案等

議
案
番
号

議　案　等　名

市
民
ク
ラ
ブ

自
民
党
う
し
く
２１

公

明

党

日
本
維
新
の
会

日
本
共
産
党

う
し
く
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

無
会
派（
小
松
崎
）

無
会
派（
山
本
）

無
会
派（
池
辺
）

無
会
派（
甲
斐
）

無
会
派（
磯
山
）

議

決

結

果
【第1回定例会】

９号
牛久市国民健康保険税
条例の一部を改正する
条例について

黒木〇
須藤〇
杉森〇
出澤×
加藤〇

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

２３号 令和7年度牛久市一般
会計予算 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可

決

２４号
令和7年度牛久市国民
健康保険事業特別会
計予算

黒木〇
須藤〇
杉森〇
出澤×
加藤〇

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

２７号
令和7年度牛久市後期
高齢者医療事業特別会
計予算

〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

決議案
１号

議案第２３号　令和７年
度牛久市一般会計予
算に対する附帯決議に
ついて

× 石原〇
髙嶋不 〇 × × 〇 〇 × 不 不 × 否

決

意見書
２号

高額療養費制度の自己
負担限度額引き上げ撤
回を求める意見書の提
出について

〇 × 〇 〇 〇 × × ○ × × × 可
決

意見書
３号

選択的夫婦別姓制度の
導入を求める意見書の
提出について

黒木〇
須藤〇
杉森〇
出澤〇
加藤×

× 〇 × 〇 × × 〇 × × 〇 可
決

意見書
４号

インボイス制度の廃止
を求める意見書の提出
について

〇 × × 〇 〇 × × × × × 〇 否
決

請願
１号

建築物省エネ法の再エ
ネ促進区域設定に関す
る請願

〇 石原×
髙嶋〇 〇 × 〇 〇 × × × × 〇 採

択

凡例：　○・・・賛成、×・・・反対　不…採決時不在
諸橋太一郎議長（自民党うしく21）は採決には加わっておりません議案の審議結果

会派構成
市民クラブ 自民党

うしく２１ 公明党 日本共産党 日本維新
の会

うしく未来
プロジェクト 無会派

黒木　のぶ子 諸橋　太一郎 藤田　尚美 遠藤　憲子 伊藤　裕一 塚原　正彦 小松崎　伸
須藤　京子 石原　幸雄 鈴木　勝利 大森　和夫 水梨　伸晃 柳井　哲也 山本　伸子
杉森　弘之 髙嶋　基樹 伊藤　知子 池辺　己実夫
出澤　　大 甲斐　徳之助
加藤　政之 磯山　和男
※�牛久市議会では会派制を採用しているため、会派名で記載しています。
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介
護
相
談
員
の
施
設
訪
問
が

減
少
に
伴
い
職
員
採
用
せ
ず

問 

介
護
相
談
員
の
報
酬
が
減
額
に
な
っ
た

理
由
は
。

答 

介
護
相
談
員
は
高
齢
者
施
設
等
を
訪
問

し
、
入
所
者
や
そ
の
家
族
か
ら
相
談
を

受
け
た
り
、
施
設
職
員
と
の
つ
な
ぎ
役

を
担
っ
た
り
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降

は
、
感
染
症
予
防
の
た
め
施
設
側
の
意

向
に
よ
り
訪
問
施
設
が
減
少
し
た
こ
と

か
ら
職
員
採
用
を
取
り
や
め
た
。

牛
久
駅
西
口
駅
前
広
場
ト
イ
レ
の

整
備
が
令
和
７
年
度
に
延
期

問 

ト
イ
レ
整
備
の
実
施
設
計
費

４
２
４
０
万
円
が
繰
り
越
し
と
な
っ
て

い
る
が
、
今
後
の
予
定
は
。

答 

令
和
５
年
８
月
か
ら
令
和
６
年
７
月
ま

で
入
札
を
５
回
行
っ
た
が
、
人
件
費
お

よ
び
材
料
費
の
高
騰
な
ど
で
不
調
と

な
っ
た
。
そ
の
後
国
や
県
と
協
議
を
行

い
、
今
一
度
工
事
に
向
け
取
り
組
む
。

令
和
７
年
度
初
め
に
設
計
を
出
し
、
年

度
末
に
工
事
完
了
を
目
指
し
進
め
て
い

く
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
浴
室
修
繕

問 

ろ
過
機
の
故
障
に
よ
り
男
性
浴
室
が
使

用
で
き
な
い
状
況
だ
が
今
後
の
改
修
計

画
は
。

答 

現
在
、
女
性
浴
室
を
１
日
お
き
に
男
女

の
交
替
利
用
に
し
て
い
る
。
ろ
過
装
置

の
修
繕
費
用
の
見
積
り
金
額
は

５
０
０
万
円
超
で
、
部
品
が
な
い
た
め

修
理
に
時
間
を
要
す
る
。
女
性
浴
室
の

ろ
過
装
置
も
い
つ
故
障
す
る
か
分
か
ら

な
い
状
況
。
運
営
協
議
会
で
利
用
者
を

含
め
た
各
団
体
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

今
後
の
方
向
性
を
考
え
て
い
く
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

予
防
接
種
の
公
費
負
担

問 

公
費
負
担
の
内
容
は
。

　

 

ま
た
低
所
得
者
へ
の
配
慮
は
。

答 

現
在
、
国
が
８
３
０
０
円
、
市
が

３
０
０
０
円
を
負
担
。
令
和
７
年
度
接

種
費
用
の
上
昇
が
国
か
ら
示
さ
れ
た
が
、

助
成
金
額
は
未
提
示
。
65
歳
以
上
の
生

活
保
護
受
給
者
は
無
料
と
し
て
い
る
。

総
務
企
画
常
任
委
員
会

４
月
か
ら
の
市
職
員
の
給
与
の
改
正

（
内
容
）
扶
養
手
当
を
２
年
間
で
段
階
的
に

見
直
し
、
配
偶
者
に
係
る
手
当
を
廃
止

し
子
に
係
る
手
当
を
引
上
げ
る
。
ま
た

通
勤
手
当
の
支
給
限
度
額
を
５
万
５
千

円
か
ら
15
万
円
に
引
上
げ
る
。

問 

扶
養
手
当
の
見
直
し
に
よ
る
令
和
７
年

度
の
影
響
額
と
通
勤
手
当
が
５
万
５
千

円
を
超
え
て
い
る
職
員
は
い
る
の
か
。

答 

約
１
６
０
万
円
の
増
額
と
な
り
、
通
勤

手
当
は
県
（
水
戸
市
）
に
派
遣
し
て
い

る
職
員
２
名
が
該
当
す
る
。

非
常
勤
消
防
団
員
の
退
職
報
奨
金
の

勤
務
年
数
区
分
に
35
年
以
上
を
追
加

問 

現
在
の
消
防
団
員
の
人
数
と
35
年
以
上

に
該
当
す
る
人
数
は
。

答 

条
例
に
お
け
る
定
数
は
４
９
０
名
で
、

現
在
は
４
０
７
名
、
う
ち
35
年
以
上
勤

務
の
対
象
者
は
13
名
。

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の

導
入
を
求
め
る
意
見
書

（
賛
成
討
論
）
世
界
で
は
婚
姻
に
よ
り
配

偶
者
の
姓
が
か
わ
る
よ
う
な
時
代
で
は

な
い
。
働
く
女
性
が
キ
ャ
リ
ア
を
継
続

す
る
事
例
も
あ
り
、
速
や
か
に
実
現
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

教
育
文
化
常
任
委
員
会

お
く
の
義
務
教
育
学
校
一
体
型
校

舎
の
完
成
に
伴
う
学
校
所
在
地
の

統
一
化

（
内
容
）
令
和
７
年
４
月
に
現
在
の
南
校
舎
敷

地
内
に
一
体
型
校
舎
が
完
成
し
、
全
児

童
生
徒
お
よ
び
児
童
ク
ラ
ブ
が
新
校
舎

へ
移
転
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
在
が
明

記
さ
れ
て
い
る
学
校
設
置
や
児
童
ク
ラ

ブ
に
関
す
る
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

保
健
福
祉
常
任
委
員
会

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
を

４
月
か
ら
改
正

（
内
容
）
国
保
財
政
の
財
源
不
足
に
は
、
基

金
か
ら
の
取
り
崩
し
や
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
れ
で
対
応
し
て
き
た
。
し
か
し

①�

被
保
険
者
数
の
減
少
と
そ
れ
に
伴
う

国
保
税
収
入
の
減
少
。

②�

赤
字
が
継
続
し
て
お
り
、
現
行
税
率

で
は
解
消
の
見
込
み
が
立
た
な
い
。

③�

基
金
が
令
和
７
年
度
中
に
枯
渇
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
税
率
を
見
直
す
こ

と
と
な
っ
た
。

問 

一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
や
低
所

得
者
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答 

持
続
可
能
な
税
の
あ
り
方
と
し
て
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
れ
は
好
ま
し
く
な
い

と
考
え
る
。
低
所
得
者
へ
の
配
慮
と
し

て
、
均
等
割
と
所
得
割
の
比
率
を
所
得

に
応
じ
た
負
担
と
な
る
よ
う
設
定
し
、

子
ど
も
の
均
等
割
を
市
独
自
に
就
学
後

か
ら
18
歳
以
下
は
半
額
と
し
て
い
る
。

環
境
建
設
常
任
委
員
会

土
地
の
埋
立
て
や
盛
土
に
よ
る
土

壌
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
条
例
を

改
正

（
内
容
）
県
の
条
例
の
改
正
に
伴
い
整
合
性

を
図
る
た
め
改
正
す
る
も
の
。
主
な
改

正
は

①�

条
例
の
目
的
で
あ
る
災
害
の
防
止
は
、

よ
り
罰
則
の
強
い
国
の
盛
土
規
制
法

へ
移
行
。

②�

許
可
対
象
面
積
を
５
０
０
０
㎡
未
満

か
ら
３
０
０
０
㎡
以
下
に
引
き
下
げ

る
。

ひ
た
ち
野
地
区
の
良
好
な
住
環
境

を
図
る
た
め
地
区
区
分
と
制
限
を

変
更
す
る
条
例
改
正

（
内
容
）
ひ
た
ち
野
地
区
の
地
区
計
画
が
当

初
想
定
し
た
中
高
層
の
建
築
物
よ
り
も

低
層
の
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
実
態
を

踏
ま
え
改
正
す
る
も
の
。
主
な
も
の
と

し
て
高
さ
制
限
が
な
か
っ
た
一
般
住
宅

Ａ
地
区
と
Ｂ
地
区
に
10
ｍ
と
高
さ
の
制

限
を
追
加
。
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常
任
委
員
会
審
査
報
告



　
介
護
相
談
員
の
施
設
訪
問
が

減
少
に
伴
い
職
員
採
用
せ
ず

問 

介
護
相
談
員
の
報
酬
が
減
額
に
な
っ
た

理
由
は
。

答 

介
護
相
談
員
は
高
齢
者
施
設
等
を
訪
問

し
、
入
所
者
や
そ
の
家
族
か
ら
相
談
を

受
け
た
り
、
施
設
職
員
と
の
つ
な
ぎ
役

を
担
っ
た
り
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降

は
、
感
染
症
予
防
の
た
め
施
設
側
の
意

向
に
よ
り
訪
問
施
設
が
減
少
し
た
こ
と

か
ら
職
員
採
用
を
取
り
や
め
た
。

牛
久
駅
西
口
駅
前
広
場
ト
イ
レ
の

整
備
が
令
和
７
年
度
に
延
期

問 

ト
イ
レ
整
備
の
実
施
設
計
費

４
２
４
０
万
円
が
繰
り
越
し
と
な
っ
て

い
る
が
、
今
後
の
予
定
は
。

答 

令
和
５
年
８
月
か
ら
令
和
６
年
７
月
ま

で
入
札
を
５
回
行
っ
た
が
、
人
件
費
お

よ
び
材
料
費
の
高
騰
な
ど
で
不
調
と

な
っ
た
。
そ
の
後
国
や
県
と
協
議
を
行

い
、
今
一
度
工
事
に
向
け
取
り
組
む
。

令
和
７
年
度
初
め
に
設
計
を
出
し
、
年

度
末
に
工
事
完
了
を
目
指
し
進
め
て
い

く
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
浴
室
修
繕

問 

ろ
過
機
の
故
障
に
よ
り
男
性
浴
室
が
使

用
で
き
な
い
状
況
だ
が
今
後
の
改
修
計

画
は
。

答 

現
在
、
女
性
浴
室
を
１
日
お
き
に
男
女

の
交
替
利
用
に
し
て
い
る
。
ろ
過
装
置

の
修
繕
費
用
の
見
積
り
金
額
は

５
０
０
万
円
超
で
、
部
品
が
な
い
た
め

修
理
に
時
間
を
要
す
る
。
女
性
浴
室
の

ろ
過
装
置
も
い
つ
故
障
す
る
か
分
か
ら

な
い
状
況
。
運
営
協
議
会
で
利
用
者
を

含
め
た
各
団
体
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

今
後
の
方
向
性
を
考
え
て
い
く
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

予
防
接
種
の
公
費
負
担

問 

公
費
負
担
の
内
容
は
。

　
 

ま
た
低
所
得
者
へ
の
配
慮
は
。

答 
現
在
、
国
が
８
３
０
０
円
、
市
が

３
０
０
０
円
を
負
担
。
令
和
７
年
度
接

種
費
用
の
上
昇
が
国
か
ら
示
さ
れ
た
が
、

助
成
金
額
は
未
提
示
。
65
歳
以
上
の
生

活
保
護
受
給
者
は
無
料
と
し
て
い
る
。

予
算
常
任
委
員
会

　
お
く
の
義
務
教
育
学
校

　
　
　
　
開
校
の
た
め
備
品
購
入

問 

備
品
代
の
総
額
は
。

答 

増
築
部
分
は
約
３
４
０
０
万
円
、
長
寿

命
化
改
修
の
部
分
は
約
３
６
０
０
万
円
、

昇
降
口
の
下
足
入
れ
の
購
入
は

６
６
０
万
円
、
給
食
関
係
の
備
品
は
約

７
０
０
０
万
円
で
あ
る
。
各
教
室
の
机

や
椅
子
、
特
別
教
室
で
使
用
す
る
教
材

な
ど
は
既
存
の
も
の
を
使
用
す
る
。

小
中
学
校
体
育
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

　
　
小
学
校　
９
９
７
５
万
円

　
　
中
学
校　
５
３
１
６
万
円

問 

工
事
の
進
め
方
は
。

答 

工
事
中
は
使
用
で
き
な
く
な
る
た
め
、

夏
休
み
な
ど
の
授
業
の
な
い
時
期
を
考

え
て
い
る
。
中
学
校
は
、
総
体
や
新
人

戦
な
ど
の
練
習
で
使
用
が
盛
ん
に
な
る

時
期
が
あ
る
た
め
、
学
校
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
工
事
を
進
め
た
い
。
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正門 １年生教室

靴箱 理科室

音楽室 技術室

図書室 図書室

おくの義務教育学校
新校舎紹介


